
　　盛夏の候、皆さま方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　今月の診療科別予定表を同封いたしますのでご参照ください。

　今後とも、患者さまのご紹介をよろしくお願いいたします。

1．急病救急科よりごあいさつ

　　　　　　2020年4月1日より、「救急科」から「急病救急科」へ名称変更となりました。

　急病救急科担当の神垣と申します。早いもので当院に赴任し5年8カ月が過ぎました。

今回救急科の役割の一つである「もう一つの入り口」としての機能拡充を図るべく、本年

4月より急病救急科と科名変更致しました。

　従来の救急診療に加え、通常診療時間外枠も担当とし、先生方・地域住民の皆さまの御要

望にお応えしていく所存です。背景としては、循環器を含む医師体制が整ってきたこと、

各診療科間の壁の無い院内医師連携が可能であることが挙げられます。また、和歌山県立医科

大学附属病院高度救命救急センターから救急医療のエキスパートである医師達が応援に来て

います。最新の知識と技術を地域の皆さまに提供させて頂くと共に、スタッフ教育にも尽力

してくれています。さらに周辺高度医療機関との連携もスムーズであり、救急のハブ病院と

しての機能も充実してきました。

　まだまだ成長段階の当院ではありますが、皆さまにご協力頂きながら地域医療に貢献して

いく所存です。SARS-CoV-2を発端とし多方面での社会情勢不安が起こっています。

このような時こそ地域一体としての医療連携が必要と思われます。今後もより一層の御協力・

御支援の程お願い致します。
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2．急病救急科 非常勤医師のご紹介

　和歌山県立医科大学附属病院 高度救命救急センターは、

阪南市民病院 急病救急科で非常勤医師として数名働かせていただいております。

私達は、当院が泉州南地域の二次救急医療および地域連携医療の中核となれるよう、常勤医師の方々と

共に微力ながらお手伝いさせていただいております。

　地域医療連携は、患者さんにより質の高い医療を提供するために必要不可欠で、先生方にはその最前線

に立っていただき、多くの患者さんの健康維持に努めていただいていることに日々感謝しております。

そのような中でも、やはりかかりつけの患者さんが急に状態を崩されることもあると存じます。

その際に、当院急病救急科へいつでもお気軽にご相談、ご紹介いただけるように頑張らせていただき

ますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

3．HCU病棟・救急室のご紹介

　私たちはＨＣＵ７床と救急室の看護を担っています。

　ＨＣＵ病棟では、内科系・外科系を問わず、呼吸・循環・代謝・その他の

重篤な急性機能不全の患者さまを対象とし、集中的に治療・看護を行っています。

　救急室では、二次救急医療機関として24時間365日断らない救急を目指し取り組んでいます。

看護師は、患者さま・家族さまの思いを大切に1人ひとりに寄り添い、少しでも多くの思いに応えら

います。

　当院の基本方針である「やさしい」「ていねい」「あったかい」を実践し、地域の皆さまとの

信頼と絆を大切にしつつ、安心で最良の医療が提供できるよう日々努力してまいりたいと思います。

　　　　　　　　　　　　社会医療法人生長会　阪南市民病院　　地域連携室

突然発症し苦痛や不安を伴う患者さまや家族さま、時には生命の危機的状態におられるなか、私たち

れるよう愛のある看護を行い、また多職種連携を強みとし、チーム一丸となって医療を提供して

　　　　　　　　　　　　　　　（直通）TEL 471-3020  　 FAX 471-3977

　　　　　受付時間　午前8：45～午後6：00　※土曜日は午後0：30までとなります

 

ＨＣＵ病棟  科長補佐  池上 実紀 
  いけがみ   みき 

非常勤医師は、和歌山県立医科大学附属病院 

高度救命救急センターからの応援です！ 

 

急病救急科 非常勤医師  柴田 尚明 
   しばた     なおあき 

☆ HCU病棟・救急室スタッフ ☆ 
 

 

  ○常勤医師  1名  非常勤医師 2名 
 

  ○常勤看護師 19名 （男性3名 女性16名） 
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